
平成２４年６月１日　発行／伊賀市　編集／企画財政部秘書広報課
〒５１８－８５０１　伊賀市上野丸之内１１６番地　☎２２－９６３６　ＦＡＸ２２－９６１７　　http://www.city.iga.lg.jp/URL

　

木
簡
と
は
、
墨
で
文
字
が
記
さ
れ
た

細
長
く
薄
い
板
状
の
木
片
で
、
奈
良
県

に
あ
る
平
城
宮
跡
な
ど
か
ら
よ
く
出
土

し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
53
年
、
下
郡
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
伊
賀
地
域
初
と
な
る
木
簡
が
出
土
し

ま
し
た
。
木
簡
の
よ
う
に
木
質
で
薄
い

も
の
が
残
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
木
簡
の
場
合
、
湿
気
の

多
い
井
戸
跡
に
あ
っ
た
た
め
に
現
在
ま

で
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

下
郡
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、

縦
２
６
．２
㎝
、
幅
２
．７
㎝
、
厚
さ
３
㎜

の
も
の
で
、
片
面
に
は
「
沓く

つ
ぬ
い縫

阿あ

び備
」、

も
う
片
面
に
は
「
出

い
だ
す
べ
き可

租そ
と
う稲

七な
な
そ
く束

四よ
ん
わ把

四よ
ん
ぶ分　

延え
ん
り
ゃ
く暦

」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

が
肉
眼
で
も
読
み
取
れ
ま
す
。

　

本
来
の
用
途
を
終
え
た
後
、
さ
じ
の

よ
う
な
も
の
に
転
用
さ
れ
た
よ
う
で
、

下
半
部
が
削
り
取
ら
れ
て
不
鮮
明
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
木
簡
の
肉
眼
で

は
読
み
取
れ
な
い
部
分
を
赤
外
線
カ
メ

ラ
で
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
い
く
つ

か
の
文
字
を
判
読
で
き
、
次
の
内
容
が

書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
沓く

つ
ぬ
い縫
阿あ

び備
麻ま

ろ呂
戸こ

口こ
う
で
ん田　
一　
八
十
四

　

出
可
租
稲
七
束
四
把
四
分

　
延
暦　
四
月

　
「
沓
縫
阿
備
麻
呂
」
と
は
、
当
時
こ
の

地
域
に
居
住
し
た
人
の
名
前
で
、
彼
の

戸(

家)

に
属
す
る
沓く

つ
ぬ
い縫

某な
に
が
しに

関
す
る

記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
「
八
十
四
」
は
少
し
小
さ
く
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
補
足
的
な
内
容
の
文

言
で
沓
縫
某
の
年
齢
を
意
味
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
租
稲
七
束
四
把
四
分
」
は
、
束
・
把
・

分
が
当
時
の
納
税
の
単
位
で
あ
る
こ
と

か
ら
納
税
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
こ
と
、

「
出
可
」（
出
だ
す
べ
き
）
と
い
う
文
字

か
ら
は
、
沓
縫
某
か
ら
郡
司
を
経
由
し

て
国
司
へ
と
税
を
納
め
た
で
あ
ろ
う
と

想
定
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
下
郡

遺
跡
出
土
木
簡
は
、
沓
縫
某
の
納
税
に

関
す
る
帳
簿
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
、
隣
接

す
る
上
郡
も
含
め
て
「
郡こ

お
り」
と
い
う
地

名
か
ら
、
下
郡
遺
跡
周
辺
は
、
古
代
伊

賀
郡
の
中
心
地
で
あ
り
伊
賀
郡ぐ

ん
が衙
（
役

所
）
が
所
在
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
総
務
課
市
史
編
さ
ん
係

　
☎
52
・
４
３
８
０　
ＦＡＸ
52
・
４
３
８
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▲下郡遺跡から出土した木簡

下
郡
遺
跡
出
土
の
木
簡

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
（25）

■一般書　
『３・11 以前』

「３・11 以前」写真集
プロジェクト事務局／編

　東日本大震災で大きな被
害を受けた東北地方。被災
前の東北を撮影した写真を
公募し、集まった 2000 枚
を超える中から、東北地方
の美しい風景を再現した写
真集です。

■児童書
『うみのおまつり どどんとせ』

さとう わきこ／さく・え
　海岸で寝ている大くじら
を起こすため、大太鼓に
ラッパやシンバルを用意し
た、ばばばあちゃん。にぎ
やかに海のお祭りを始めま
　したが、くじらは全然目
　　覚めません。最後にば
　　　ばばあちゃんがとり
　　　　だしたものは…。

6 月の読み聞かせ
開催日 会　場 時　間 催　物　　　　　＊は読み手　

  6 日（水） ふるさと会館いが小ホール 10：00 ～１時間程度 絵本の時間
  9 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会
13 日（水） 島ヶ原公民館図書室 10：00 ～１時間程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「ネェよんで」

16 日（土） いがまち公民館会議室（和室） 10：00 ～ 50 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「ぶらんこ」

17 日（日） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

19 日（火） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

20 日（水） 上野図書館 2階視聴覚室 15：00 ～ 30 分程度 えほんの森　＊おはなしボランティア「よもよも」

22 日（金） 島ヶ原公民館図書室 10：00 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「ネェよんで」

23 日（土） 大山田公民館図書室えほんのへや 10：30 ～ 30 分程度 おはなしたいむ　＊おはなしボランティア「きらきら」

23 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会
７月４日（水）ふるさと会館いが小ホール 10：00 ～１時間程度 絵本の時間
　★絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします

■児童書
『忍者の大研究』

黒井 宏光／監修
　伊賀は忍者の里と言われ
ていますが、あなたは忍者
のことをどのくらい知って
いますか？
　忍者の仕事や歴史、忍者
が使う道具や技、忍者の普
段の生活や修行について、
詳しく学べる本です。

■一般書　
『この絵、どこがすごいの？』

佐藤 晃子／著
　数ある美術作品の中で
も、「名画」と呼ばれる特
別な絵があります。この本
では、絵画鑑賞をより楽し
いものにするため、
名画に隠された秘密
や鑑賞のルールを解
説しています。

★新着図書紹介（上野図書館）
Library Information

図書館だより図書館だより
■ 上野図書館　☎ 21-6868
■ いがまち公民館図書室　☎ 45-9122
■ 島ヶ原公民館図書室（島ヶ原会館内）☎ 59-2291
■ 阿山公民館図書室（あやま文化センター内）☎ 43-0154
■ 大山田公民館図書室　☎ 47-1175
■ 青山公民館図書室　☎ 52-1110


